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 川上ダム建設所では、2017 年 9 月にダム本体工事を契約、建設事業はこれから最盛期を迎える。 

この事業進捗の中、川上ダムにおける大きな広報手段である「川上ダム通信」について、これまでの毎月

の事業報告的な内容から、本体工事における事業予定等をどのように伝えるべきか。また、先例地ダムにお

ける積極的な広報の展開を参考に、今の川上ダムには何ができ、何をしなければいけないのか。 

これまでに実施した取組、特に 2018 年 6 月 22 日に実施した「川上ダム見学ツアー」受け入れでの広報活動

を振り返りつつ、今後の広報のあり方を考査する。 

   キーワード：川上ダム通信、ダムツーリズム、手作り広報、新たな広報戦略、参加者の声 
 
 

1.はじめに 

  

 川上ダム建設事業は、2017 年 9月にダム本体工事の契

約を締結、2018年 9月 2日には本体工事起工式を実施し

た。2019 年 3月には基礎掘削が完了、同年 5月時点では

基礎処理に取り掛かっており、2022 年度末のダム完成に

向けて、これから工事は最盛期を迎えるところである。 

そして近年、インフラツーリズムという言葉が話題と

なっている。国土交通省でも 2016 年 1月 22日にインフ

ラツーリズムポータルサイトを開設、管理者主体で実施

する現場見学のみならず民間ツアー会社と連携したダム

ツアーを実施している。また、ダムの工事現場も活用し

て完成前から観光資源としての効用を発現できるように

ダムのツーリズムを推進しており、例えば八ッ場ダムに

おける観光プロジェクト「やんばツアーズ」は既にイン

フラツーリズムとして一定の地位を獲得している。 

 

 

2.川上ダムの広報 

 

  1.で述べたとおり、川上ダム建設所（以下「建設所」

という。）は本体工事の施工中である。これまでも建設所

においては、広報誌「川上ダム通信」の発行、地域の方々

を対象とする出前講座や施設見学会の実施、地域イベン

トへの出展協力等様々な広報活動に取り組んできたとこ

ろであるが、工事現場が盛んに動き、ダム完成に向けて

進んでいるこの時期しか出来ない広報戦略を検討・実現

していく必要がある。 

 また、工事は日々進捗し、風景はめまぐるしく変容し

ていく。その刹那性は、観光地としては「今だけの光景・

体験」の限定感という魅力になる反面、広報を展開する

側にとっては時間的制約となる。 

例えば一昨年、2017 年 10 月に地域の小学校を対象と

した出前講座及び施設見学会では、仮排水路トンネル内

部を歩くという内容の見学を実施した。しかし、2018 年

4 月 4 日には前深瀬川の流れをトンネルに迂回させる転

流を行っており、以降はその状況を踏まえた新たな広報

を早期に検証することが必要となった。 

 

(1)川上ダム通信 

 川上ダム通信は、2005 年 5月より建設所において毎月

発行している広報誌であり、2019 年 5月時点で 165号を

発行している。地域住民や関係者の方々に事業に対する

理解をより深めて頂くこと、地域の方々と交流を深め、

ダムを身近に感じて頂くことを目的としている。 

これまでの主な記事内容は、事業に関する話題、地域

イベント等への参加報告、安全協議会など事務所行事の

紹介といったものであり、定例報告的色合いが強かった。 

建設事業が本格化したことを受け、更に積極的な広報

展開の必要性を鑑み、所内検討の結果、毎月の連載記事
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現場を見たい」

必要性を理解し

思われる意見

活動としては不

では、「好きだ

する。普段の生

掛けは純粋な興

プラスの感情で

の参加者等、事

ーである萩原

コメントを頂

紀氏の感想ツイ

象としたアン

とだけでなく

ことが評価さ

アー参加の決

中ならではの

は積極的に検

ついては「時

た。円滑な案

程の検討が必要

る」から「報

定着し、効果

りといった、

たといえる。

ート結果等に

相手の声に「

ないか。今回

説明は不要な

事業者の目

た。このアン

ダムに来訪す

しい体験、非

これまで上

のような、

してもらうと

見は検討され

不十分と考え

だから、知り

生活や趣味の

興味、「面白い

ではないか。

事業関係者以

原雅紀氏から

頂いた（画像

 
イート 2) 

ンケートにおい

、一般に見学

れており、調

決め手という意

の期間限定の

検討していく必

時間が短かった

案内や、消化不

要と思料され

報える」に- 

果的な発信手法

「報じる」取

一方で、取組

ついては形式

「報える」取組

回のツアーにお

のでもっと現

線からは予想

ンケート結果や

する方の多く

非日常的感を期

上述の「事業概

建設事業や川

いう広報の目

れず、単に面白

えられてきた。

たくなる」と

の中で深く知り

い」「魅力的」

 

以外を対象とし

は、

像-3）

いて

学で

調査

意見

「特

必要

た」

不良

れる。 

法の

取組

組に

式的

組は

おい

現場

想で

や他

は、

期待

概要

川上

目的

白い

 

とい

りた

と

した
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新

な興

決

れ

の

と

て

 

 

6．

 

 建

り、

ムカ

け入

い

最

事現

日の

端の

場内

映

 

(1)

 工

者が

をメ

アル

り、

野に

容に

 

(2)

 見

だい

配布

には

スポ

捗状

捗

た景

右下

い

たな広報戦略

興味を持って

して広報活動

そして、事業

てもらうため

物語、ダムの

で、単なる

興味に裏打ち

おわりに

建設事業にお

、建設所では

カード配布場

入れや定期的

る。 

最後に実例と

現場見学会の

の午前・午後

の展望台から

内部の見学を

これまで本稿

されているか

)「今だけ」の

工事現場の変

が行程を作成

メインとした

ルは有るもの

、職員の業務

に応じて担当

に重点をおい

)「今回限り」

見学会に参加

いた方を対象

布している。

は直近に撮影

ポットとした

状況が一目で

し風景が変容

景色は「今回

下には見学日

る。なお、証明

略として、相手

てもらえる取組

動の趣旨に反

業者は、「面白

めの事業説明

の専門家なら

「面白かった

ちされた強い

（現在の広報

おける広報は早

は地元機関との

場所の新規開拓

的な事業説明会

として、2018

の取組を紹介す

後の 2回実施

らの光景や、通

をコンセプトに

稿で記した手法

かを述べ、現時

の魅力を 

変容に併せて毎

成し、「今だけ

た案内を実施

のの、案内は各

務スキルアップ

当者が熱意や魅

いた見学内容に

」の特別感を

加し、かつ実施

象に記念品と

証明書には毎

影した現場の定

た場所等の写真

で分かる表を掲

容しているこ

回限り」の風景

日も印字し、今

明書は各回の担

手のニーズに

組を重点的に

しないと考え

白かった」の

、川上ダムの

ではと思わせ

」を超えた感

理解を頂ける

報展開につい

早期の検討・

の協力による

拓やダムツア

会等の自主的

年 12 月より

する。月 1回

しており、ダ

通常立ち入り

にしている。

法・考査内容

時点の成果報

毎月の見学内

け」しか見られ

している。ま

各担当者の自

プも兼ね、業

魅力をもって

にしている。

を 

施後のアンケ

して参加証明

毎回変更を加

定点写真や当

真を添付、裏

掲載している

と、そして、

景であること

今回限りの特

担当者による

に対応し、直感

に検討すること

える。 

の一歩先へ踏み

の意義やこれ

せる説明を行

感動の提供、

ることになる

いて） 

実現が必要で

る休日におけ

アーの継続的な

的な取組を進

り実施してい

回、原則第 3

ダムサイト右岸

りできない工事

 

容がどのように

報告とする。 

内容を各回の担

れない現場の見

また、案内マニ

自主性に委ねて

業務内容や専門

て「伝えたい」

 

ケートに回答い

明書（画像-4）

加えており、表

当該見学会で

裏面には工事の

る。工事が日々

今回ご覧にな

とを示してい

特別感を演出

る手作りであ

感的

とは、

み入

まで

うこ

そし

。 

であ

るダ

な受

めて

る工

日曜

岸天

事現

に反

担当

見所

ニュ

てお

門分

」内

いた

）を

表面

目玉

の進

々進

なっ

る。 

して

る。 

そ

とし

ダム

骨材

ジを

をし

 

(3)

本

の獲

いる

るこ

価す

いえ

 ま

てい

材プ

学コ

 今

ケー

して

その他、本稿

しては、メモリ

ムの原料となる

材仮置ヤード

を書き込んだ

している。 

（画像-4 参

（写真-6

「報える」見

本体工事の進

獲得に成功し

る。アンケー

ことの珍しさ

する意見が多

える。 

また、アンケ

いる。一例とし

プラントを見

コースに取り

今後とも、積

ートの分析等

ていくことで

稿執筆時点にお

リアルストー

る骨材にメッ

ドに納めてもら

だ骨材が、ダム

参加証明書 5

 川上ダムメ

見学会に 

進捗・変化を楽

、ツアーでは

トの回答結果

やスケール感

多く、現場見学

ートで頂いた

しては午前中

見学したい」と

入れる等の取

積極的な広報展

等、相手の声に

で新たな広報が

おける「特別

ーンの作成（写

セージを書き

らう。その際

ム建設の礎と

5月 19日見学

メモリアルス

楽しみに訪れる

は毎回満員御

果では、工事

感、職員の自

学会の目的は

た声に「報え

の見学会時に

との意見を反

取組を実行し

展開を進める

に「報える」

が開拓できる

別感」のある催

写真-6）がある

き込んでもらい

際には、メッセ

なるという説

 

 

学会で配布）

トーン）  

る「リピーター

御礼の盛況を得

事現場を見学で

主的な案内を

は達成している

える」取組も進

に寄せられた

反映し、午後の

ている。 

とともに、ア

活動を更に検

と考える。 

催し

る。

い、

セー

説明

 

 

ー」

得て

でき

を評

ると

進め

「骨

の見

アン

検討
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